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［データ前処理のフロー］

・データ前処理は主にgooglecolabで実施 ・欠損値の補完は「IterativeImputer」で実施
・カテゴリ変数はone-hotエンコーディング



［最終的に分析に用いた説明変数］

［その他前処理での試行］
・age、monthly income等の階級化
・順序変数のone-hot化、ダミー変数化
・Occupation、Designationの順序変数化
→最終的にはもともとのデータ記載方法をそのまま
活かす形を採用（ProductPitchedのみ順序変数化）



[アプローチ]
〇不均衡データ対策としてオー
バーサンプリングしたデータ
セットを数パターン作成

〇説明変数を掛け合わせた特徴
量（交互作用項）を新たに数
パターン作成

手法の絞り込みも含めとりあえ
ずpycaretで分析実施

[方針検討]
→trainへの精度は上がるが、testを用いた提出データの精度向上は見られず、、、
→決定木系のアルゴリズムが上位（ロジスティック回帰も悪くはなさそう）
→既出のスコア程度の精度は見込めそう、まずは決定木ベースのモデルでパラメータチュ
ーニングするか

→前ページまでのデータでOptuna の LightGBM Tunerを使ったところ精度向上

［参考］負例：正例＝1:1、交互作用項はなしのpycaretの結果
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【Grid search】
・train_test_splitのtest_sizeを[0.1，0.15，0.2，0.25，0.3，0.35]
・lightgbmのmetric[auc,binary_error,binary_logloss]及びboosting_type[gbdt,dart]
・その他のパラメータ最適化はoputunaに一任。
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反省点
・CVで評価値の平
均、ばらつき等も含
めた評価
・シード値等による
モデルの再現性



[モデル別の評価値グラフ（抜粋）]
※lightgbmのmetric[auc],boosting_type[dart]

test size



[反省点、感想等]
〇データ前処理や特徴量生成でもう少し効果的な工夫ができなかったか
〇他のモデルによるトライアルもできるとよかった
〇コンペに加え、コードの検収等を通じて、全体をまとめて俯瞰する視点
やそこから見える改善点等を発見できた

主催の㈱signate様をはじめ協賛、後援いただいた
関係各社に感謝申し上げます


